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（　）内の数字は平成 18 年度の数値

住民基本台帳人口　4,241 人（平成 20 年 3 月 31 日）

　有形固定資産
　　　362 万円
　  　（374 万円）

　負 債
　　　51 万円
　  　（71 万円）

　流動的資産
　　　22 万円
　  　（24 万円）

　正味資産
　　　353 万円
　  　（348 万円）

　計　404 万円
　  　（419 万円）

　計　404 万円
　  　（419 万円）

　投資的資産
　　　20 万円
　  　（22 万円）

借　　　方 貸　　　方

野沢温泉村のバランスシート
　

村
の
財
政
状
況
は
、
毎
年
度

の
決
算
状
況
を
本
紙
９
月
号
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
お

知
ら
せ
し
て
い
る
歳
入
・
歳
出

決
算
額
と
実
施
し
た
主
な
事
業

な
ど
か
ら
は
説
明
で
き
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
決
算
書
と
は
別
に

平
成
11
年
度
か
ら
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
作
成
し
、
村
の
財
産

の
明
細
（
借
方
）
と
そ
の
財
産

を
得
る
た
め
の
資
金
の
明
細（
貸

方
）
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
他
市
町
村

と
比
較
で
き
る
よ
う
に
、
統
一

さ
れ
た
前
提
条
件
で
、
普
通
会

計
（
当
村
で
は
一
般
会
計
と
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
会
計

の
合
計
）
と
い
う
単
位
で
作
成

し
て
あ
り
ま
す
。
観
光
施
設
事

業
会
計
や
下
水
道
会
計
な
ど
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

住民１人あたりのバランスシート
　

野
沢
温
泉
村
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
金
額
が
大
き
す
ぎ

て
実
感
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
人
口
４
，２
４
１
人

（
19
年
度
末
）
で
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
を
割
り
、
住
民
１
人
当

た
り
の
金
額
に
し
て
み
ま
し
た
。

○
平
成
19
年
度
末
で
住
民
１
人
当
た
り
の
財
産
は
、

・
学
校
や
道
路
な
ど
の
有
形
固
定
資
産　
　
　

３
６
２
万
円

・
使
い
道
の
決
ま
っ
て
い
る
貯
金
や
出
資
金
・
貸
付
金
な
ど

20
万
円

・
手
持
ち
の
現
金
や
使
い
道
が
特
別
に
は
決
ま
っ
て
い
な
い

貯
金
な
ど 

22
万
円  

合
計
４
０
４
万
円

○
一
方
、
そ
の
４
０
４
万
円
の
財
産
を
得
る
た
め
の
資
金
の

状
況
は
、

・
借
入
金
（
元
金
だ
け
で
利
子
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
）
な

ど
が
51
万
円
残
っ
て
い
て
、
今
後
返
済
（
負
担
）
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
借
入
金
の
約
半
分

は
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
と
長
野
県
か
ら
の
補
助
金
で
賄

わ
れ
る
見
込
み
で
す
。

・
残
り
の
３
５
３
万
円
は
、
今
ま
で
の
税
金
な
ど
の
自
己
資

金
と
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
で
賄
っ
た
も
の
で
、
過
去

に
お
い
て
清
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

総務課企画財政係
有線 85−8162

正味資産構成比率（これまでの世代で負担した割合）の算式

正味資産÷資産の計（有形固定資産＋投資的資産＋流動的資産）× 100

（　）内の数字は平成 18 年度の数値

有形固定資産
　学校、保育所、老人福祉センター、
アリーナ、消防自動車、道路など
　　　153 億円（161 億円）
　【うち、土地】
　　　　39 億円    （39 億円）

負 債
・借入金（地方債の償還元金）
　　　　      15 億円（20 億円）
・退職給与引当金
　　　　　　  3 億円    （6 億円）
　負債の計　21 億円（31 億円）

正味資産
　資産を形成するための国・県の補
助金と資産形成の為に使った村の財
源
　　　150 億円（150 億円）

投資的資産
　基金（使途が限定）、貸付金など
   　　　　9 億円   （9 億円）

流動的資産
　現金・預金、基金（現金化が容易
なもの）、税などの未収金
　　　　　9 億円（10 億円）

借　　　方 貸　　　方

借方の計　171 億円（181 億円） 貸方の計　171 億円（181 億円）

平成 19 年度　野沢温泉村のバランスシート
有形固定資産
建物、土地などの
資 産 の 総 額 で す。
土地以外は、減価
償却をしています。
目 的 別 の 内 訳 は、
図１をご覧くださ
い。
土地代は買ったと
きの価格で計上し
てあります。

投資的資産
地域福祉基金、村
振興公社への出資
金、観光施設整備
資 金 預 託 金 な ど、
貯えているお金で
す。

流動的資金
現金、財政調整基
金、税金と情報連
絡施設使用料の未
収金などです。

借入金
将来返済しなけれ
ばならない。借入
金の残高です。
このうち、約半分
は地方交付税と長
野県からの補助金
で賄われる見込み
です。

退職給与引当金
常勤特別職と職員
が年度末に全員普
通退職した場合の
退職金支給総額で、
将来発生し負担す
るものとして計上
してあります。

正味資産
将来返済を要しな
い、国県補助金と
今までに使った村
税などの村の自己
資金の合計額です。
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図１　有形固定資産の行政目的別金額の推移

　

行
政
分
野
ご
と
の

資
産
形
成
の
金
額
が

わ
か
り
ま
す
。
当
村

の
特
徴
は
、
過
去
に

イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係

の
施
設
整
備
を
重
点

的
に
お
こ
な
っ
た
事

に
よ
り
商
工
費
の
割

合
が
特
に
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
全
体
を
見

る
と
、
近
年
大
型
事

業
を
お
こ
な
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
す
べ

て
の
項
目
で
減
価
償

却
に
よ
り
年
々
財
産

（
有
形
固
定
資
産
）
は

減
少
し
て
き
て
、
平

成
15
年
度
の
１
９
５
億

円
か
ら
平
成
19
年
度

に
は
42
億
円
（
22
％
）

減
少
し
１
５
３
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

行政目的別に計上されて
いる主な施設は、次のと
おりです。

総務費
　役場庁舎、警察官舎
民生費
　保育所、老人福祉セン

タ ー、 老 人 福 祉 住 宅、
在宅介護支援センター

衛生費
　保健センター、クリー

ンステーション、温泉
健康館

農林水産業費
　 農 林 道、 地 区 集 会 所、

情報連絡施設
商工費
　アリーナ、オリンピッ

クスポーツパーク、動
く歩道

土木費
　村道、無散水消雪施設、

除雪機械、公営住宅
消防費
　分団詰所、消防自動車
教育費
　小中学校、村公民館・

体育館、教員住宅

世代間の負担割合の推移
これまでの世代で負担した割合 これから（将来）負担する割合

　

正
味
資
産
構
成
比
率
と
い
う
指

標
は
、
形
成
さ
れ
た
資
産
の
経
費

に
つ
い
て
、「
こ
れ
ま
で
に
負
担

し
た
も
の
（
返
済
を
要
し
な
い
も

の
）」
と
「
こ
れ
か
ら
負
担
す
る

も
の
（
将
来
返
済
を
必
要
と
す
る

も
の
）」
の
割
合
を
表
し
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
借
り
入
れ
（
地
方
債
）

を
伴
う
大
型
事
業
を
お
こ
な
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
年
々
「
こ
れ

か
ら
負
担
す
る
も
の
」
の
割
合
は

減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

正味資産構成比率（これまでの世代で負担した割合）の算式

正味資産÷資産の計（有形固定資産＋投資的資産＋流動的資産）× 100


